わんすてっぷ・フォ～ラム事例発表の流れ（約１５分）案
自己紹介（１分）
⇒福島区福島小学校生涯学習ルーム推進員　和田和子です。
本日はPTA活動と連携しての事業についてご紹介させていただきます。
○○小学校・生涯学習ルームについて（２分）
◆小学校の紹介
⇒福島小学校　http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e531060
交通の便が良く、グルメ本にも掲載される地域。
⇒・小規模小学校　
⇒・運動場は直線50ｍがとれない。教室の数も少ない。

・タワーマンションが林立し、児童の急増に教室数が足りない。
・部屋を利用しての生涯学習ルーム活動の場はない。

⇒◆生涯学習ルーム活動の紹介

・定例開催の５ルーム（コーラス・健康体操・囲碁を楽しむ会・パッチワーク。陶芸）


すべて自主運営　自立した運営をしている
・単発事業は大人向けも子ども向けも推進員が企画運営する。
なお、福島区のほぼ全部の小学校において子ども向けの事業を開催している
事例「○○○○」の立ち上げ・経過について　（３分）
⇒福島小学校において
10年ほど前から意世代間交流事業として地域で始まったお祭り。
「ふれあい祭り」
⇒子どもたちが、いろんな体験をできるよう、いろんな人と出会えるようにという想いで参加
・生涯学習として参加しているコーナーが複数あります。
⇒・地域内に障がい者福祉施設があることの周知と　顔の見える繋がりをつくる
障がい者福祉施設で製造した商品を通所者の方自身で販売
⇒・発達がい・知的障がい児親の会チャオネットの皆さんの紙芝居
子どもにも大人にもわかりやすく自閉症のお子様の気持ちを伝える
⇒・定例開催のルーム「囲碁を楽しむ会」が体験講座を開催

⇒・地域こども体験学習事業(http://www.kodomo-kirakira.com/)も利用
⇒・日常生活で使うビーズストラップ・ミサンガなど自分で作る
⇒・バルーンアート・紙のパズル・くるくるレインポーなど自分でおもちゃを作る
⇒・子どもも自分で作ることができるコーナーをPTAと連携（PTAが当日スタッフを）

担当者向け指導者研修（写真はバルーンアートコーナー）は

◆子連れOK


◆当日朝開催

⇒・子ど向けコーナーのスタッフ向け指導者研修でPTAとのつながりができる。↓
・PTAの状況を知る（ＰＴＡ総会に参加者が集まらない、懇談会参加者が少ない）↓
· PTA活動の支援をしよう↓
⇒・ 4年前から　PTA活動と連携しての単発事業を始める　
⇒・保護者と共に　子供向けのおつきあい上達法の本の読み比べ
活動の概要、特徴、内容　（５分）
⇒・PTA総会や懇談会の時に

子どもの安全のため保護者不在の時は学校の先生やいきいきの先生とも連携
　（窓をのりこえないよう気を配る　窓際の物置や書架など）
⇒　読み聞かせ
自習の見守り
⇒　子供向けおもちゃ工作など
· 袋物など作品つくり
· おもちゃ作り
⇒　袋にスタンプ　手提袋（1）

⇒　袋にスタンプ　手提袋（2）
⇒・好評の企画は数年後にも形を変えて
⇒・袋にスタンプ　巾着（1）

⇒・袋にスタンプ　巾着（2）

⇒・フォトフレーム付

カレンダー作り
⇒・のぼるおもちゃ
⇒・立体パズル　Cube

⇒・難易度は開催時期を考慮
年度はじめ　PTA総会
簡単なもので
年度後半　クラス懇談
少し難しいものもOK
⇒・今年の企画
パソコン講座「日本語で　プログラミング」
⇒・お祭り開始前に開催、学校の協力でPC教室をつかわせていただきました。
⇒・地域活動協議会、はぐくみネット、生涯学習ルーム、PTA全部がつながって
本体機材（RaspberryPiとSD）の提供：プログラミング学習プロジェクト　
PEG－programming education gathering－　http://pegpeg.jp/　
⇒・大人も子どもも一緒に　

満員御礼でした

地域、子ども達、推進員の変化　（１分）
⇒・連携による変化
・子どもからだけでなく、保護者からも学校以外の場所で声をかけられて嬉しい
・子どもたちと関わることで、最近の子どもたちの様子や環境が時代と共に変化していることに気づく　
・地域と繋がることで地域からPTAへの思いやりも生まれる
・単発開催事業を推進員全員で企画を考えるので推進員同士の繋がりも密になる
・学校と地域と相互に繋がって良い関係ができる
学校、保護者との関係・連携について　（２分）

⇒・学校　地域　PTAが相互に繋がって
学校の協力あっての事業
学校の協力について



全面的な協力をいただいている。先生の異動があっても変わらず有難い



広報などは懇談会やPTA総会の案内に添えて記載してくださっている。




案内には懇談会や総会後にお子様を迎えにくる事を条件
まとめ（ルーム活動の一層の発展に向けて・今後の抱負）　（１分）

⇒・これから・・・
無理せず、できる範囲で、助け合って
学校もPTAも地域も思いは同じ
⇒・子どもは宝物
・子どもからだけでなく、保護者からも学校以外の場所で声をかけられて嬉しい
・子どもたちと関わることで、最近の子どもたちの様子や環境が時代と共に変化していることに気づく　
・地域と繋がることで地域からPTAへの思いやりも生まれる
・単発開催事業を推進員全員で企画を考えるので推進員同士の繋がりも密になる
・学校と地域と相互に繋がって・
【校長先生のコメントをいただく内容】

学校、保護者との関係・連携について　
・学校側が、地域の方が学校に関わることに関して期待すること

子どもたちが遊べる場を作ってもらえることがうれしい。

地域が声をかけてくれるようになって、子どもたちを見てくれている
